
◆最後に一言 （佐藤宗幸　キャリア ・ 産学交流推進課長）
　 本学は今年度、 文部科学省の「大学教育大学教育再生加速プログラム」 （ＡＰ事業） に採択された。 この事業のテーマは“学修成

果の可視化” である。 具体的には、 通常の講義科目やゼミ・ 実験科目を始め、 産業界と連携した、 工学プロジェクト・ＰＢＬ実習科目

等の学修成果を可視化することにより、 学生ひとり一人の学修到達状況が明らかになる。 学生は、 自己の立ち位置が明確になること

によって、 それぞれの夢に向かってのプロセス設計が容易となり、 さらに主体的な学びにつながることが出来る。

　 今春、 新潟工科大学は工学部工学科を新設するが、 新しい一貫した工学教育プロ グラムと連動させ、 学生ひとり一人が実感、 成

果、 戦略を実感できるシステムが整い、 第２の開学がスタートする。 主体的に学んだ学生達が４年後、 地域の中核人材として育って

行く姿を想像すると、 とても楽しみである。
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■PBL 実習 （Project Based Learning ； 課題解決型学習）

　PBL とは、 学生に研究開発 ・ 装置開発 ・ 実験等の課題を提供し、 その課題に対して学生がチームを組んで、 主体的

・ 実践的に課題解決に取り組むことにより、 その過程で学生自ら様々な解決手法 ・ 技法 ・ プレゼンテーション能力等を学

習する教育手法です。 平成 26 年度は 6 つのテーマに取り組みました。 PBL 実習を通して、 学生の 「人間力 （挑戦力、

創造力、 コミュニケーション力）」 の育成を目指します。

　 大きさ１５０ｍｍ×１００ｍｍ程度のプリント基板で作成できる実用的な生

体計測用の電子回路のアイディアを考え設計し、 ブレッドボード上で動作確

認を行い、 次にその回路専用のプリント基板を設計 ・ 作成する。

　 最後に実際にプリント基板上に部品を実装し、 動作確認と実用性の評価

を行った。

①実用的な電子回路プリント基板の設計と回路製作

②災害時の活用を目的とした小型水力発電システムの開発

　 災害発生時に小型水車を用水路へ取り付け、 発電した電力を緊急対応や復旧作業に利用するシステムの開発を行う。 水車及び電力

変換装置の設計、 試作及び実験については、 新潟県立柏崎工業高等学校の電気科 （防災エンジニアコース） 及び地域の関係者と協

同で進めた。 水車はランナ直径 0.4ｍ、 幅 0.3ｍ、 ブレード 8 枚で発電機は自転車ライト用ハブダイナモを 2 個使用した。 昨年比約 1.5

倍の出力を得ることができた。

③地域活性化に役立つ IT ビジネスプランの立案

回路の動作確認

　 我が国は、 地方小都市の衰退が社会の問題となって

おり、 その活性化としてさまざまな取り組みが行われてき

ている。 近年は、 若年層、 特に学生からアイディアを募

る例が見受けられる。 「IT ビジネスプラン」 に絞って地域

活性化企画の立案に取り組んだ。

高校生と野田地区で
用水路の現地調査

ビジネスプラン発表会場

④本学食堂排水からのｎ- ヘキサン抽出物質排出量の実態把握
とその低減化対策の提案

　 本学の食堂排水からのｎ- ヘキサン抽出物質量がどの程度あり、
また、 現在のグリストラップの有効性の客観的データが不足してい
る。 本実習ではｎ- ヘキサン抽出物質排出量の実態を把握すると
ともに、 グリストラップの有効性を検証し、 最終排出水中のｎ- ヘ
キサン抽出物質濃度の低減化対策の提案を目指すことを目的とす
る。 

■進化するインターンシップ 新潟フォーラム
　

食堂排水を取水

⑤自律移動ロボットを用いた教材の企画 ・ 開発

　 LEGO Mindstorms EV3 を使用して自律移動ロボットを作成す
る。 プログラム作成の手法を超音波 ・ 赤外線 ・ ジャイロセンサ
ー等、 各種センサーを使用して修得する。

⑥デザイン性に優れた防風フェンスの提案と効果の検証

　 海岸などに設置される防風フェンスとして一般的に用いられている金属製の孔あき板は、 塩害等への耐
久性に劣る、 眺望を阻害する等の問題点を有する。 これらの欠点を解消するデザイン性に優れた防風フェ
ンスの形状を学生が提案し、 開口率と防風効果の関係に関する風洞実験を行って検証する。
　 また地元企業との共同研究でコンクリートを利用した防風フェンスのプロトタイプを作成し、 実証実験を行った。

プログラミング作業

風洞実験で防風効果を検証 防風フェンスの作成

　 2015 年 3 月 4 日に、 新潟市中央区万代のメディアシップにて、 「進化するインターン

シップ 新潟フォーラム」 が開催されました。 これは、 文部科学省 「産業界のニーズに

対応した教育改善 ・ 充実体制整備事業」 に採択された新潟県内４大学 （新潟大学農学

部、 新潟工科大学、 新潟青陵大学、 新潟青陵大学短期大学部） が共催し、 新潟県

立大学や新潟国際情報大学等の７大学が協力したものです。 インターンシップを通して、

学生の主体的な学びの力をつけることを目標として取り組んだ、 学生の自己成長と成果

を発表する、 フォーラムとして開催しました。

   本学からは、 課題解決型インターンシップと、 学内企業実習の紹介を、

実際に参加した学生が行いました。 課題解決型インターンシップでは、

佐藤食品工業株式会社の 「切り餅の消費拡大のための企画提案」 に

ついて発表しました。 学内企業実習では、 株式会社コロナの 「モノづく

りの魅力や製造メーカで働くことの面白さや、 やりがいを伝えるための入

社案内」 について、 発表しました。 プログラム後半では、 本学卒業生

が、 「社会人先輩から　インターンシップを体験して」 というミニ講演を

行いました。 国際的な設計事務所でのインターンシップの経験が、 社会

に出て役立ったことをお話しいただきました。

台上実験

課題解決型インターンシップ発表

学内企業実習発表

実装済みのプリント基板

高校生との合同勉強会

プリント基板の CAD データ

Step Forward
新潟工科大学　キャリア教育 News Letter

～職業人育成への取組～

発行日：平成27年3月20日

発行番号：3

新潟工科大学　就業力育成事業部会
職業人育成事業 HP
http://www.niit.ac.jp/SHUGYO/


